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最
後
に
、
出
発
式
ま
で
の
装

備
品
等
の
準
備
に
対
し
、
県
主

地
区
自
治
連
合
協
議
会
、
県
主

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
の

里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
、

県
主
公
民
館
、
県
主
地
区
青
少

年
を
育
て
る
会
よ
り
多
大
な
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
、
車
両
側
面
に
は
「
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
」
の
看
板
を
張
っ
て

巡
回
し
ま
す
。
巡
回
は
、
門
田

地
区
と
西
方
地
区
に
分
け
、
毎

週
水
曜
日
、
小
学
校
登
下
校
時

間
帯
と
中
学
生
の
下
校
時
間
帯

を
定
例
で
行
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
曜
日
も
会
員
の
都
合
の
つ

く
時
間
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、地
域
全
体
で
、

子
供
た
ち
を
は
じ
め
住
民
の

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
に
繋
が
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
色
々
模
索
し
な
が

ら
巡
回
計
画
を
立
て
て
い
ま
す

が
、
今
後
皆
様
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
よ
り
有
効
な
パ

ト
ロ
ー
ル
体
制
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
安
全
は
、地
域
か
ら
‼
」

皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま

し
ょ
う
。

　

市
内
で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る

「
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
、
こ
の

県
主
地
区
に
も
「
地
域
の
安
全

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
名
称

は
「
県
の
里
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
会
」
と
し
て
、
昨
年
９
月
に

結
成
し
て
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
程
装
備
品
等
の

準
備
が
完
了
し
、
２
月
21
日
に

無
事
出
発
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
ま
ず
県
主
小

学
校
谷
許
校
長
、
井
原
警
察
署

地
域
安
全
課
長
よ
り
、
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
に
対
し
敬
意
の
お

言
葉
を
頂
き
、
続
い
て
県
の
里

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
会
の

西
本
会
長
よ
り
、
決
意
表
明
の

あ
と
、
地
区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル

に
出
発
し
ま
し
た
。

　

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
車
両

の
上
に
青
色
回
転
灯
を
設
置

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

北
田
能
布
子
様
（
亡
姉
）

　

藤
井　

達
男
様
（
亡
母
）

　

藤
代　

愼
一
様
（
亡
母
）

　

藤
井　

純
彦
様
（
亡
妻
）

西
方
楽
寿
会
へ

　

藤
井　

達
男
様
（
亡
母
）

　

大
本
正
直
・
亜
依
さ
ん

　
　

男
の
子　

航
生
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
12
月
12
日
生
ま
れ
）
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







紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

５
月
28
日

　

▽
第
38
回
町
民
体
育
祭

６
月

　

▽
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

県
主
公
民
館
分
室
に
電
話

が
付
き
ま
し
た
。

  

☎
０
８
６
６-

62-

２
２
０
２

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

  

岡
田
章
文

島
根
県
雲
南
市
の
地
域
自
治
組
織

出
生
お
め
で
と
う

 　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

こ
う
き
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た
ち
の
今
後
の
取
り
組
み
に
大
い

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
後
の
感
想
と
し
て

は
、
私
た
ち
の
地
域
で
活
動
し

て
い
る
ど
の
団
体
も
、
子
ど
っ
も

た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
人

た
ち
が
「
住
み
た
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
活
動
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
先
、
各
種
団
体
が
連

携
し
て
意
思
疎
通
を
図
っ
て
、
一

体
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

を
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
、
島
根
県
雲
南
市
の
地
域

自
治
組
織
の
在
り
方
が
テ
レ
ビ
等

で
報
道
さ
れ
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
、
新
市
建
設

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
内
の
各

種
団
体
が
統
合
さ
れ
た
中
で一
体

化
し
て
事
業
展
開
す
る
と
と
も

に
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

拠
り
所
に
実
績
を
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

雲
南
市
役
所
政
策
企
画
部
の

山
本
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
組
織
形
態
や
活
動
目
標
は

「
県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
の
取
り
組
み
と
同
様
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
自
治
組
織
の一

つ
で
あ
る
中
野
地
区
「
中
野
里

づ
く
り
委
員
会
」
の
「
笑(

え)

ん
が
わ
市
」
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

笑
ん
が
わ
市
は
、「
ふ
る
さ
と

振
興
部
」
の
活
動
で
、
農
業
に

関
わ
り
、
野
菜
作
り
講
習
会
や

こ
ん
に
ゃ
く
製
造
販
売
等
を
手

掛
け
な
が
ら
、
市
場
を
運
営
す

る
収
益
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

無
人
販
売
所
を
運
営
す
る
私

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
最
高
規
範
と
位
置
付
け
て
、

市
民
・
行
政
・
議
会
等
の
役
割
・

責
務
・
権
利
を
明
確
に
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が
施
行

さ
れ
、
平
成
22
年
に
は
、
概
ね

小
学
校
区
の
公
民
館
を
地
域
自

治
組
織
の
活
動
拠
点
と
し
て
交

流
セ
ン
タ
ー
に
転
換
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
組
織
は
、

①
自
ら
の
地
域
は
自
ら
治
め
る
！

②
地
縁
で
つ
な
が
る
様
々
な
人
、

組
織
、
団
体
が
連
携
し
て
相
乗

効
果
を
発
揮
！
（
地
域
の
総
力
）

③
イ
ベ
ン
ト
型
か
ら
課
題
解
決

型
へ
！※

イ
ベ
ン
ト
に
も
何
か
の

目
的
が
あ
る
は
ず

④
地
域
力
（
個
性
）
を
活
か
す

こ
と
！

　

去
る
２
月
23
日
、
島
根
県
雲

南
市
の
地
域
自
主
組
織
の
先
進

地
視
察
研
修
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

雲
南
市
は
、
島
根
県
東
部
に

位
置
し
た
中
山
間
地
域
で
人
口

約
四
万
二
千
人
の
市
で
す
。
平

成
16
年
に
６
町
が
対
等
合
併
し

た
時
点
で
は
、
全
域
が
過
疎
指

定
さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
は
日
本
の
近
未
来

の
縮
図
と
位
置
づ
け
て
「
協
働
・

協
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

集
落
機
能
を
補
完
す
る
新
た

な
自
治
組
織
の
確
立
と
地
域
の

主
体
性
に
基
づ
く
組
織
化
が
進

む
環
境
づ
く
り
を
合
併
時
に
策

定
す
る
「
新
市
建
設
計
画
」
の

中
に
盛
り
込
み
、
３
年
が
か
り
で

30
の
地
域
自
主
組
織
が
発
足
し

藏
本
哲
治

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

え

県
の
里
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
会
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社
協　

森
下
和
美

社
協　

森
本
峰
子

　去る、３月19日、井原市操法
訓練大会が開催されました。
１月初旬から３か月弱、日夜訓
練を重ね、大会では日頃の訓練
の成果を十分出し切った操法が
できました。
　今後も県主分団は、一致団結
して、消防団活動に取り組んでま
いります。皆様方のご理解とご協
力をよろしくお願い致します。
井原市操法訓練大会体制
指揮者……森岡　正篤（３部）
１番員……平田　捷也（３部）
２番員……藤井　政慶（１部）
３番員……佐藤　　寛（１部）
操作員……津組　辰郎（３部）

井原市操法訓練大会第42回 地
区
社
協 

健
康
講
座
開
催

大
谷
山
三
十
三
観
音
巡
り

 

す
る
意
義
に
気
付
き
ま
し
た
。

親
が
地
域
活
動
の一端
を
担
う

姿
勢
を
子
ど
も
達
に
見
せ
る

こ
と
で
、
子
ど
も
は
自
然
と

郷
土
や
人
を
思
い
や
り
助
け

合
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

なって
ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
県
主
の
伝
統
行

事
で
あ
る
、
し
め
縄
・
と
ん

ど
集
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
し
め
縄
集
会
の
舞
台
裏
は
、

田
植
え
よ
り
始
ま
り
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
、
出
穂
前
の

青
く
丈
の
揃
っ
た
稲
を
刈
り
、

手
作
業
で
乾
燥
さ
せ
る
工
程

を
経
て
生
駒
さ
ん
が
準
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
集
会
で
は
、
な
わ

な
い
・
し
め
飾
り
を
体
験
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

と
ん
ど
集
会
で
は
、
３
日
前
よ

り
準
備
が
始
ま
り
、
冷
え
込

む
雨
の
中
で
し
た
が
お
集
ま

り
頂
き
、
竹
を
切
る
た
め
山
へ

あ
が
り
、
竹
の
枝
や
長
さ
も

手
作
業
で
加
工
さ
れ
、
前
日

に
は
や
ぐ
ら
組
が
完
成
で
き
、

と
ん
ど
集
会
で
は
見
事
な
炎

が
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
舞
台
裏
の
支
え

や
子
ど
も
達
へ
の
思
い
に
感
銘

を
受
け
、
地
域
活
動
に
参
加

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
が
前
日
か
ら
準
備

さ
れ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
舌
鼓

を
打
ち
、
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
心
地
よ

い
疲
労
感
を
癒
し
解
散
い
た
し

ま
し
た
。

　

開
催
の
計
画
、
前
日
の
準
備

及
び
出
発
前
の
元
気
ア
ッ
プ
体

操
の
指
導
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
の
精
力
的
な
取
り
組
み
に

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
月
９
日
、
地
区
社
協
の
健

康
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
室
内
で
座
学
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
赤
羽
根
カ

フ
ェ
と
共
催
で
新
春
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
が
計
画
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
日
は
雨
、
当
日
は
天
候
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、参
加
者
・

ス
タ
ッ
フ
総
勢
84
名
の
熱
意
が

通
じ
若
干
の
雨
は
あ
り
ま
し
た

が
無
事
行
事
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
設
定
さ
れ
た
「
お

散
歩
コ
ー
ス
」
と
「
歴
史
探
訪

コ
ー
ス
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
脚
力

に
合
わ
せ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

歴
史
探
訪
コ
ー
ス
で
は
、
青

龍
神
社
・
鬼
の
臼
・
為
朝
の
墓
・

鳥
羽
陵
・
金
剛
福
寺
を
め
ぐ
り
、

史
跡
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

県
主
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
あ

ら
た
め
て
見
直
す
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

し
め
縄
・
と
ん
ど
集
会
を
終
え
て

県
主
幼
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

岡
田
由
美

　

岡
田
主
事
よ
り
新
し
く
主
事

を
引
き
継
ぎ
早
く
も
３
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
ま
だ
不
慣
れ
な

こ
と
か
ら
、
み
な
様
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
年
度
の
活
動
が

始
ま
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

行
事
が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
み
な
様
の
ご
協
力
並
び
に

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

森
下
和
美

　

１
月
１
日
付
で
公
民
館
主
事

が
岡
田
忍
か
ら
森
下
和
美
に
交

代
し
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
み
な
様
、
共
助
員

を
含
め
通
算
10
年
余
り
の
長
き

に
渡
り
公
民
館
活
動
の
運
営
に

携
わ
る
中
で
、
各
行
事
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
今
ま
で

得
た
経
験
を
活
か
し
、
公
民
館

活
動
へ
の
助
言
や
各
行
事
の
運

営
等
に
協
力
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　
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公
民
館
主
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交
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の
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順
路
の
整
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、
接
待
を
い
た

だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
全
員

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
観
音
巡
り
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

３
月
19
日
午
後
、
大
谷
山
三

十
三
観
音
巡
り
が
39
名
の
参
加

を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
の
中
、
金
剛
福
寺
に
集

合
、
境
内
の
３
番
観
音
を
前
に
、

井
上
住
職
の
先
導
で
般
若
心
経

を
唱
え
元
気
よ
く
金
剛
福
寺
を

後
に
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
約

２
時
間
半
、
山
坂
の
あ
る
順
路

を
春
の
息
吹
を
感
じ
つ
つ
心
地

良
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。
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社
協　

森
本
峰
子
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井原市操法訓練大会体制
指揮者……森岡　正篤（３部）
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区
社
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健
康
講
座
開
催

大
谷
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十
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す
る
意
義
に
気
付
き
ま
し
た
。
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。
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縄
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縄
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台
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。
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し
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。

　
こ
う
し
た
舞
台
裏
の
支
え

や
子
ど
も
達
へ
の
思
い
に
感
銘

を
受
け
、
地
域
活
動
に
参
加

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
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、
ス

タ
ッ
フ
の
方
が
前
日
か
ら
準
備
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れ
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カ
レ
ー
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イ
ス
に
舌
鼓
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打
ち
、
食
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の
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ー
ヒ
ー
な

ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
心
地
よ

い
疲
労
感
を
癒
し
解
散
い
た
し

ま
し
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。
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催
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計
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、
前
日
の
準
備
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プ
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導
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タ
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フ
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取
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。
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催
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催
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。
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熱
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。
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史
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史
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史
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縄
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Ａ
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岡
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こ
れ
か
ら
も
地
域
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
を
地
域
全
体
で

考
え
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る

人
材
の
育
成
を
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

た
。
次
に
井
原
市
の
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
等
、
県
主

地
域
の
人
口
動
態
を
他
の
地
区

と
比
較
し
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

地
域
づ
く
り
の
お
手
本
と
し
て

高
梁
市
宇
治
地
域
の
取
り
組
み

（
２
０
１
６
年
度
総
務
大
臣
賞

受
賞
）
に
つ
い
て
事
例
を
交
え

て
の
丁
寧
な
紹
介
・
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
県
主
地
域
も
宇

治
地
域
と
同
様
な
課
題
に
直
面

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
も
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
講
師
の

阿
部
さ
ん
は
井
原
市
の
ご
出
身

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
状
を

踏
ま
え
て
の
ご
講
演
で
し
た
の

で
、
身
近
な
問
題
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。　

　

３
月
４
日
（
土
）
県
主
公
民

館
に
於
い
て
、
県
主
公
民
館
と

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
共
催
で
、生
涯
学
習
講
座
・

ま
ち
づ
く
り
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
岡
山
市
で
中
山
間

地
域
等
の
当
事
者
の
組
織
『
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
集
落
研
究

所
』
か
ら
主
席
研
究
員
阿
部
典

子
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、『
地
域
づ
く
り
は
何
の
た

め
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ご

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

開
始
直
後
は
、
会
場
の
雰
囲

気
も
固
か
っ
た
の
で
す
が
、
参

加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
た
め
に
、①
〜
⑤
の

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
ゲ
ー
ム
を
実
施
し

た
こ
と
で
、
会
場
の
雰
囲
気
も

和
み
、
講
座
に
も
ス
ム
ー
ズ
に

入
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

県の里まちづくり推進協議会 ２8年度事業のまとめ県の里まちづくり推進協議会 ２8年度事業のまとめ

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　
　
　
　
　
　
　

は
ぐ
く
み
の
里
部
会  

佐
藤　

隆

平
成
28
年
度
井
原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
事
業

県
主
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
ま
ち
づ
く
り
講
座
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た
の

で
、
身
近
な
問
題
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。　

　

３
月
４
日
（
土
）
県
主
公
民

館
に
於
い
て
、
県
主
公
民
館
と

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
共
催
で
、生
涯
学
習
講
座
・

ま
ち
づ
く
り
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
岡
山
市
で
中
山
間

地
域
等
の
当
事
者
の
組
織
『
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
集
落
研
究

所
』
か
ら
主
席
研
究
員
阿
部
典

子
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、『
地
域
づ
く
り
は
何
の
た

め
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ご

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

開
始
直
後
は
、
会
場
の
雰
囲

気
も
固
か
っ
た
の
で
す
が
、
参

加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
た
め
に
、①
〜
⑤
の

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
ゲ
ー
ム
を
実
施
し

た
こ
と
で
、
会
場
の
雰
囲
気
も

和
み
、
講
座
に
も
ス
ム
ー
ズ
に

入
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

県の里まちづくり推進協議会 ２8年度事業のまとめ県の里まちづくり推進協議会 ２8年度事業のまとめ

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　
　
　
　
　
　
　

は
ぐ
く
み
の
里
部
会  

佐
藤　

隆

平
成
28
年
度
井
原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
事
業

県
主
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
ま
ち
づ
く
り
講
座
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最
後
に
、
出
発
式
ま
で
の
装

備
品
等
の
準
備
に
対
し
、
県
主

地
区
自
治
連
合
協
議
会
、
県
主

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
の

里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
、

県
主
公
民
館
、
県
主
地
区
青
少

年
を
育
て
る
会
よ
り
多
大
な
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
、
車
両
側
面
に
は
「
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
」
の
看
板
を
張
っ
て

巡
回
し
ま
す
。
巡
回
は
、
門
田

地
区
と
西
方
地
区
に
分
け
、
毎

週
水
曜
日
、
小
学
校
登
下
校
時

間
帯
と
中
学
生
の
下
校
時
間
帯

を
定
例
で
行
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
曜
日
も
会
員
の
都
合
の
つ

く
時
間
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、地
域
全
体
で
、

子
供
た
ち
を
は
じ
め
住
民
の

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
に
繋
が
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
色
々
模
索
し
な
が

ら
巡
回
計
画
を
立
て
て
い
ま
す

が
、
今
後
皆
様
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
よ
り
有
効
な
パ

ト
ロ
ー
ル
体
制
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
安
全
は
、地
域
か
ら
‼
」

皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま

し
ょ
う
。

　

市
内
で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る

「
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
、
こ
の

県
主
地
区
に
も
「
地
域
の
安
全

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
名
称

は
「
県
の
里
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
会
」
と
し
て
、
昨
年
９
月
に

結
成
し
て
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
程
装
備
品
等
の

準
備
が
完
了
し
、
２
月
21
日
に

無
事
出
発
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
ま
ず
県
主
小

学
校
谷
許
校
長
、
井
原
警
察
署

地
域
安
全
課
長
よ
り
、
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
に
対
し
敬
意
の
お

言
葉
を
頂
き
、
続
い
て
県
の
里

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
会
の

西
本
会
長
よ
り
、
決
意
表
明
の

あ
と
、
地
区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル

に
出
発
し
ま
し
た
。

　

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
車
両

の
上
に
青
色
回
転
灯
を
設
置

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

北
田
能
布
子
様
（
亡
姉
）

　

藤
井　

達
男
様
（
亡
母
）

　

藤
代　

愼
一
様
（
亡
母
）

　

藤
井　

純
彦
様
（
亡
妻
）

西
方
楽
寿
会
へ

　

藤
井　

達
男
様
（
亡
母
）

　

大
本
正
直
・
亜
依
さ
ん

　
　

男
の
子　

航
生
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
12
月
12
日
生
ま
れ
）






























紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

５
月
28
日

　

▽
第
38
回
町
民
体
育
祭

６
月

　

▽
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

県
主
公
民
館
分
室
に
電
話

が
付
き
ま
し
た
。

  

☎
０
８
６
６-

62-

２
２
０
２

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

  

岡
田
章
文

島
根
県
雲
南
市
の
地
域
自
治
組
織

出
生
お
め
で
と
う

 　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

こ
う
き

第14号
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た
ち
の
今
後
の
取
り
組
み
に
大
い

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
後
の
感
想
と
し
て

は
、
私
た
ち
の
地
域
で
活
動
し

て
い
る
ど
の
団
体
も
、
子
ど
っ
も

た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
人

た
ち
が
「
住
み
た
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
活
動
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
先
、
各
種
団
体
が
連

携
し
て
意
思
疎
通
を
図
っ
て
、
一

体
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

を
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
、
島
根
県
雲
南
市
の
地
域

自
治
組
織
の
在
り
方
が
テ
レ
ビ
等

で
報
道
さ
れ
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
、
新
市
建
設

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
内
の
各

種
団
体
が
統
合
さ
れ
た
中
で一
体

化
し
て
事
業
展
開
す
る
と
と
も

に
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

拠
り
所
に
実
績
を
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

雲
南
市
役
所
政
策
企
画
部
の

山
本
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
組
織
形
態
や
活
動
目
標
は

「
県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
の
取
り
組
み
と
同
様
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
自
治
組
織
の一

つ
で
あ
る
中
野
地
区
「
中
野
里

づ
く
り
委
員
会
」
の
「
笑(

え)

ん
が
わ
市
」
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

笑
ん
が
わ
市
は
、「
ふ
る
さ
と

振
興
部
」
の
活
動
で
、
農
業
に

関
わ
り
、
野
菜
作
り
講
習
会
や

こ
ん
に
ゃ
く
製
造
販
売
等
を
手

掛
け
な
が
ら
、
市
場
を
運
営
す

る
収
益
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

無
人
販
売
所
を
運
営
す
る
私

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
最
高
規
範
と
位
置
付
け
て
、

市
民
・
行
政
・
議
会
等
の
役
割
・

責
務
・
権
利
を
明
確
に
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が
施
行

さ
れ
、
平
成
22
年
に
は
、
概
ね

小
学
校
区
の
公
民
館
を
地
域
自

治
組
織
の
活
動
拠
点
と
し
て
交

流
セ
ン
タ
ー
に
転
換
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
組
織
は
、

①
自
ら
の
地
域
は
自
ら
治
め
る
！

②
地
縁
で
つ
な
が
る
様
々
な
人
、

組
織
、
団
体
が
連
携
し
て
相
乗

効
果
を
発
揮
！
（
地
域
の
総
力
）

③
イ
ベ
ン
ト
型
か
ら
課
題
解
決

型
へ
！※

イ
ベ
ン
ト
に
も
何
か
の

目
的
が
あ
る
は
ず

④
地
域
力
（
個
性
）
を
活
か
す

こ
と
！

　

去
る
２
月
23
日
、
島
根
県
雲

南
市
の
地
域
自
主
組
織
の
先
進

地
視
察
研
修
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

雲
南
市
は
、
島
根
県
東
部
に

位
置
し
た
中
山
間
地
域
で
人
口

約
四
万
二
千
人
の
市
で
す
。
平

成
16
年
に
６
町
が
対
等
合
併
し

た
時
点
で
は
、
全
域
が
過
疎
指

定
さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
は
日
本
の
近
未
来

の
縮
図
と
位
置
づ
け
て
「
協
働
・

協
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

集
落
機
能
を
補
完
す
る
新
た

な
自
治
組
織
の
確
立
と
地
域
の

主
体
性
に
基
づ
く
組
織
化
が
進

む
環
境
づ
く
り
を
合
併
時
に
策

定
す
る
「
新
市
建
設
計
画
」
の

中
に
盛
り
込
み
、
３
年
が
か
り
で

30
の
地
域
自
主
組
織
が
発
足
し

藏
本
哲
治

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

え

県
の
里
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
会


